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会長「所感」に「学芸学部の独立性」

という見出しがり「思うに今までの学芸

学部の独立性が何かしらもたついて『教

員養成機関』という点がアイマイ化して

いたようです。（中略）学芸学部の独立性

が具体化しつつあることは御同慶にたえ

ないところである」と述べている。 
また「学芸学部が横浜清水ヶ丘へ統合

さるべきに非ず、鎌倉へとの考えが大分

高まりつつあるようです」とも述べてい

る。 

右の副会長の「母校の移転について」記事にも、「将来の教育者と

なる学生の育成には鎌倉が文化都市として、又環境上最も適当な場

所である」と、移転に異を唱えている。 
「恩師を迎えて」の記事は、大正４年に卒業した会員が「同期会」の報

告を記したものである。神奈川師範と神奈川女子師範の卒業生の「同期

会の様子の報告で、話題は共に、懐旧談・近況の報告等々で大変楽しい

会であったようである。 
明治に卒業した会員が、「老人倶楽部の歌を作った」と投稿している

ので記しておく。 
年はとっても元気なものさ  老人倶楽部の仲間にはいり 

歌って踊って 踊って歌う  これで命が延びれば得さ 
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